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非構造部材の耐震対策に関する点検・対策マニュアルの作成について 

 

 

１．目的 

非構造部材の耐震化を図るため、耐震化の重要性・必要性とともに、具体的な点検

項目と対策を示す。 

非構造部材の耐震化が十分とはいえない中で、第一歩として取り組めることを意識し

た内容とし、被害の軽減と学校設置者や教職員の意識の向上を目的とする。 

したがって、本会議は、個々の耐震点検方法や対策の手法自体について議論するも

のではなく、点検及び対策の実施を促すことを主眼とし、従来提示されている点検・対

策内容を学校設置者や教職員にわかりやすく示す方法を検討するものである。 

 

２．マニュアルの主な内容 

（１）被害事例の紹介 

学校設置者や教職員が、耐震化の重要性・必要性とともに具体的な危険性を含む

（被害の可能性がある）部分を認識できるよう、過去の被害事例を紹介。 

（２）点検項目（点検リスト）の提示 

誰（学校設置者、教職員等）が何（部分）を点検すればよいかを明示。点検リストの内

容は、耐震化に係る項目を網羅的に掲載するものではなく、より効率的・効果的に実施

してもらうため、優先順位を示しつつ項目を提示する。 

（３）対策方法の提示 

点検リストの項目に対する対策を例示。 

 

３．ＷＧの設置 

○主に上記２．（２）（３）についての検討を目的とする。 

○点検リストの項目は、基本的には「学校施設の非構造部材等の耐震点検に関する調

査研究報告書」（平成 14 年 3 月（社）日本建築学会）を引用する。その他の最近の資

料についても必要に応じて加味する。 

資料４ 



点検項目のリストアップについて 

項目の洗い出し 

マニュアル（点検リスト）の記載（例） 

参考文献リスト 

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

①まず取り組むべき内容 

参考文献名を記載し、設置者ま
たは専門業者が点検する際に必
要となる詳細情報は各参考文献
を参照してもらう。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

項目のベースとなる資料は「学校施設の非構造部材等
の耐震点検に関する調査研究報告書」（H14.3（社）日
本建築学会）。 

その他の最近の資料も必要に応じて加味。 

選別・抽出 

②設置者や教職員の点検を促す工夫 

地震時の被害の影響度も考慮し、 

まず点検すべき内容（項目）を挙げる。 

設置者等と教職員のそれぞれが点検 

しやすいよう役割を明示する。 

その際、設置者や教職員の意識を高 

めるため、わかりやすく示す。 

(1) ○○手引（H16.3） 

（○○学会） 

(2) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(3) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(4) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(5) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本マニュアルの作成にあたっては、新たな「点検・対策」方法の開
発は考えない。 

点検・対策手法を教育現場にわかりやすく伝えることに主眼。した
がって、記載内容は基本的には既存資料の『引用』という形式で。 

現時点で対策効果が明確でないにもかかわらず、「定説」として記
載されているものも、「現時点での知見」として整理する。 

＜選別・抽出の視点＞ 

▶参考文献：（１）○○の手引き 

（②の例） 
点検項目の補足説明 

 点検項目においてわかりづらい 

内容は図や写真を用いて補足的 

に説明する。（ねらいやポイント） 

 補足方法は以下のいずれか 

 ①点検項目自体に付加する 

 ②点検項目と近い部分（頁）に 

   別途記載欄を設ける Ａ 

 ≪ポイント≫      Ａ．点検項目の選別・抽出 

            Ｂ．点検項目の補足説明 

            Ｃ．参考文献名のリスト化 

Ｂ 

Ｃ 
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